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早期乳癌に対するセンチネルリンパ節生検による腋窩郭清省略の検討
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　要約：早期乳癌に対する腋窩リンパ節郭清の省略について，センチネルリンパ節生検がコンセンサスを

確立しつつある．今回色素法によるセンチネルリンパ節生検の成績を検討し，腋窩リンパ節郭清の省略の

妥当性を検討した．対象は色素法によるセンチネルリンパ節生検を施行した９１例である．色素はパテント

ブルーを腫瘍直上の皮下あるいは乳輪下に注入した．４０例の feasibility study の後，患者の同意が得ら

れ，術中迅速診断でセンチネルリンパ節生検陰性であった２２例は，腋窩郭清を省略した．センチネルリン

パ節の同定率は，最初の２０例とその後の７１例では６０.０％，９３.０％と学習効果が認められた．術中迅速病理

診断５１例中，偽陰性が４例存在したが，うち３例は染色されたリンパ節周囲のリンパ節も含めてセンチネ

ルリンパ節と見なすことで診断可能であった．郭清省略例に局所再発は認めていない．色素法でのセンチ

ネルリンパ節生検に基づいた腋窩リンパ節郭清の省略は，妥当であると考えられた．
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